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問題と自的

近年，学校内での養護教論の役割が多様化し

ている O 養護教諭は応急処置や保健指導にとど

まらず，子どもの様々な援助二ニーズに応えるこ

とが求められるようになってきた。また保健室

は心の居場所として論じられるようになり(ベ

ネッセ教育研究開発センター， 1996;杉本-庄

司， 2007)，保健室のあり方は多様化している O

様ざまな問題を抱える子どもたちが保健室を訪

れる仁1=1，養護教諭にもカウンセリングの知識や

技術を知った上での対応が求められるように

なって久しい(福田， 1964;飯田， 1972)。この

カウンセリングの知識や技術を知った上での対

応の代表的なもののーっとして「受容」があげ

られる。

養護教諭が保健室において，児童生徒に対応

する際に行う f受容jについて，その是非が関

われることはあっても 概念的にはあまり論じ

られて来なかった。したがって， ここでは養護

教諭にとっての「受容」がどのように論じられ，

とらえられ，実践されてきたのかを概念的に検

討する必要がある O

浅田・小倉(1978)は，論文「個別的保健指導

の研究課題J の仁1=1で養護教諭が行う 1rm~u的保健

指導の原理・観点を明らかにするために，相談

心理学(カウンセリング理論)から「受容Jと

いう概念を紹介した。浅田-小倉がこの論文で
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紹介した受容の定義は「相手の考えをそのまま

受けいれること」であった。さらに浅i出3五j.小倉

は受容の類イ幻似U以、概念として 「共!感E毘芸i的:1初i均句迎理[1:解F砕4付Jを r'l 

t緒者一体!感E惑~J でで、あると説明した上でで、' 共感的3]Uqヰ

を.養護教諭が短時間で行う個別的保健指導の

方法として一般化するのは困難であるとも述べ

ている o t~J， Jこから f受容J という概念ははお法

的理解Jとし寸概念から切り離され，養護教諭

が行う 11tl7JUI~l守保健指導の方法のひとつとして，

対象の考えをそのまま受け'いれるという意味を

もって紹介されたことがわかる。また養護教諭

が行う個別保健指導における「受容Jは，カウ
ンセリング理論における受容とは異なり.r児童
生徒が最終的に間違った決定をしない限り受容

すべき」というように，受容する対象を限定し

ている O

ロージァズ(1966a)は非指示的カウンセリ

ングにおける受容の有効性を，心理的に自立

し心理的統合性を維持している人に限定した

J二で¥ カウンセラーがクライエントの r!~'1育，

絶望，苦悩，落JlJ2なと¥批判することなく，議

論することもせず，不当に同情することもなく

受容するJ(p.46) と説明し否定的感情への応

答のあり方について詳述した (pp.42-50)0 カウ

ンセラーがクライエントの否定的感情を言語化

し，クライエントがト分受容されたと感じるよ

うになると， クライエントには肯定的な感情が

生じるようになる。さらにクライエントが肯定
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的感情を「否定的な感情と同じようにパーソナ

リティの一部として受容するJ(p.48)ようにな

ると「自分というものを現にあるがままに理解j

するようになり (p.48).洞察に進展する。

またロージャズ(1966b)はソーシャル・ワー

カーとカウンセラーの面接を比較し両者に一

致する技術は「単純な受容jと「感情の認知-

明確化Jだけであったと述べた。 rやでも「はいJ
「ウムウムJrわかりますjというような「単純
な受容jは許容的雰囲気を作り出すのに重要な

役割を果たす。一方で、ロージァズは，ソーシャ

ル・ワーカーやサイコ・セラピストが専門的見地

から鋭い解釈を与えるために，クライエントの

i坊待?を強くしてしまうことも指摘した (p.31)0 

ロージァズ(1966a)は，カウンセラーが習得す

る技芸の中で最も難しいのが，クライエントの

語りの知的な内容に注意するより，表現されて

いる感情に注意して応答することであるとも述

べた (p.l61)0 

以上の説明からカウンセリングにおける受容

で重要なことは，クライエントの語る事実や考

えより，否定的感情も肯定的感情も含めた感情

を受容することであることがわかる。

学校教育相談には戦後平くからロージァズに

よるカウンセリング理論が紹介され，広まって

いった(近藤.1997) 0 しかしこれまでの説明か

ら，学校教育相談に採り入れられたロージァズ

のいう受容，日1]ちカウンセラーがクライエント

の「感情の表明jを受容することは，既に説明

した養護教諭の個別的保健指導の方法として示

された受容. t!IJち「相手の考えをそのまま受け

いれることJとは意を異にする O

このような経緯から，学校教育の場におい

て，個別保健指導と学校教育相談の両方を担当

する養護教諭が子どもを受容することは，養護

教諭自身，そして連携する学校教育職員に混乱

を生じさせるものであったことを否定すること

は出来ない。養護教諭に対し心理専門家とし

ての訓練を受けていないことによる受容の限界

が指摘されてきた(出口 1983;中尾. 1987;森

出， 2002) という事実は，先に示してきた「受

容J概念の差異による混乱が影響していること

も一国として考えることができる。

では，学校現場において養護教諭は実際に，

どのように「受容jという概念を用いているの

であろうか。現場における実際の対応を説明す

る記述から，養護教諭独自の受容の概念を捉え

ることは，カウンセリングとの差異を明確にす

るだけでなく，学校教育における養護教諭の独

自の機能を一層明確にすると考える O そこで本

稿では，養護教諭が記述した「受容jに関する

書籍を分析し養護教諭がとらえる「受容jの

特徴を明らかにすることを目的とする O

方 法

1 .分析対象-

養護教諭の相談を学ぶ会(1993)r養護教諭の相
談的対応一子どもの心に寄り添う」学事出版

養護教論の相談を学ぶ会は，昭和55(1980) 

年に発足したO 当時，保健室を訪れる子ども達

に心因の絡む問題が増加する傾向にあった。養

護教諭は対応に悩む一方，教育相談の研修を受

けても，その学びを保健室で当てはめることが

できないという問題を抱えていたO この問題に

対し養護教諭の相談を学ぶ会は事例検討を通

し養護教諭の独自の対応を確立することを目

指した。本書は発足10年目に，研究の成果をま

とめたものである O 事例を用いた説明が多く，

できるだけ具体的に理解できるような配慮がな

されている O 本書の功績は 養護教諭が子ども

の訴えを，単に身体図によるものではないと判

断した事例を分析し 養護教諭の相談の基本的

な対応が4期(ニーズ判断期，受容期，洞察促

進期，場面解決期)で構成されることを明らか

にしたことである O

この文献を分析対象として選んだのは，この

文献が養護教諭によって，養護教諭自身のとら

える「受容Jの特徴を明らかにするために，養

護教諭の実践事例を用いて説明しようとしたも

のであったからである O 養護教諭の相談に関す

る書籍は他にも. 1986年を皮切りに10冊出版さ

れていた。また「養護教諭Jや「受容Jをキー
ワードとしている論文は 5件あった。先述した
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浅EEJ.小倉(1978)論文の後半にも養護教諭が

子どもを受容した場面の具体的な説明があった

が，前半部分の内容が養護教諭のとらえた「受

容Jを説明する元となっていたため除外した。

その他にも，受容としづ言葉がj召し Eられた文献

はあったが，養護教諭が養護教諭の実践を分析

し「受容Jを説明した文献は本書のみであった。

更にこの文献は養護教諭が行う「受容jにつ

いて具体的な対応場面をヲ!いて丁寧に説明して

いることから，テキストや論文に引用されるこ

との多い文献である O

ゆえに本研究の分析対象として適切であると

判i析した。

2. 分析方法・

①分析対象とした文献から「受容Jが説明され
ていると判断される文章を全て抜き出し，分

析データとした。

②①で抜き出した分析データを，一つの分析単

位に一つの意味が含まれるように文節に分け

た。例えば分析データ「養護教諭は受容的な

態度で話しを開き 子どもの気持ちを受けい

れ，理解しようと対応しています。」のよう

に，一文の中に受容について説明する内容が

複数含まれている文があるとする。この文に

おいて養護教諭のとらえる受容を説明する内

容は複数生じてしまう Oそこでこの一文を「養

護教諭が受容的な態度で行う対応Jとして「話
を聞くJr子どもの気持ちを受けいれるJr理
解しようとするJという 3つの文節に分け，

それを分析単位とした。

③分析単位ごとに受容をどのようにとらえてい

るのかという視点でコード名をつけた。

④コード同士を比較し類似するコードがなぜ

類似しているのかを考え，共通するものを集

め，サブカテゴリー，カテゴリーを生成した。

⑤他のコードと共通するものがなく，カテゴ

リーを形成できないコードは削除した。

③分析の妥当性を検討するため，教育学を専攻

する大学院生5名に各コードとカテゴリーを

切り離した調査用紙を配布し， どのコードが

どのカテゴリーに属するか分類してもらっ

た。 80~ 100%の一致率がみられたもののみ

分析結果として残した。!可11寺に大学院生 5名

に理解しにくいコードやカテゴリーを指摘す

るよう依頼し，指摘を受け'たコード名やカテ

ゴ1)-名を修正した。

⑦分析した結果をロージァズによる受容の記述

内容と比較した。

最古 果

出念う子布?主jtf立は29であった。 うち， カテゴ

リーでは受容するという行動を具体的に説明

する{受容する行動の説明}が最も多く20/29

(68.9%)を占め.[受容と並行する行動の説明}

が7/29(24.1 %)と続いた。表1にカテゴリー，

サブカテゴリーとコードを示す。なお，カッコ

内の数字は，コードのよB3}~頻度数を表し. 1 liil 

のみの場合は出現頻度数の記述を省111各した。

1 カテコリー{受容する行動の説明}

①サブカテゴリー〔話を聴く]

コード:話をli号く(2 ).集ヰlして開く(2 ). 

きちんと聴く，ひたすら聴く，じっくり聴く，

ゆっくり IU~! く，ベッドの横で!?日く

②サブカテゴリー[宵定]

コード うなずく，批判-評filliしない

③サブカテゴリー[気持ちの受けいれ]

コード:気持ちを受けいれる(2 ).気持ちに

沿う

③サブカテゴリー[身体に触れる]

コード:肩に手をおく，肩を抱く，額に手を

当てる，抱きしめる

①サブカテゴリー[戸をかける]

コード :727をかける(2 ) 

2 カテゴリー{受容と並行する行動の説明}

①サブカテゴリー[内面の珪u引
コード 内面の理解(2 ) 

②サブカテゴリー[問題解決]

コードー問題解決(2 ) 

③サブカテゴリー[自己決定の援助]

コード:自己決定， 自己実現の援助， 自己決

定の促し

1
3ム
1
i
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表 1 養護教諭が受容をとらえる内容

カテゴリー サプカテゴリー
コード 書籍にある記述の例(直接受容を指す単語「受容しJr受
(( )内はコード数を示す)け入れJなどは文脈に影響がない限り省略して表示した)
話を開く (2) 養護教諭は受容的な態度で話しを聞き，

集中して聞く (2) 子どもの訴えに集中してよく聞く，

K子は一人で起きてきて「先生，少し良くなりました。」
と(中略)と話し始めた。養護教諭はきちんと開く姿勢を

とってi陪く。

聴く.ひたすら聴くことで，子どもをありのままに受け入

れ

それを受けて.r受容してじっくり聴こうJと対応判断を
して受容の対応をします。

きちんと開く

[話を JU~\ く] ひたすら聴く

じっくりi隠く
{
受
容
す
る
行
動
の
説
明
}

おだやかに受容し，ゆっくりlITÈ~ く。

[肯定]

ゆっくりi能く

ベッドの横で聞く

うなずく(肯定)

批判J.評価しなし、

気持ちに沿う
[気持ちの受けいれ]

気持ちを受けいれる[2 ] 

肩に手をおく

しっかり受容・支持して心身のfill復をはかる対応.授業終
了前にそっと起こし，ベッドの棋で開く。

うなずく

簡単な受容(批判・評filliをはしない).

子どもの気持ち，心の状態に沿って，受容的共感的態度

でjg:y，みながら

子どもの気持ち

いすを勧めて肩に手を置くと.A男はホッとした顔になっ
た。

[身体に f1~!れる] 肩を抱く

rJUこ手をあてる

i'iiIきしめる

〔戸をかける] 戸をかける (2) 

[1;);:1而の理解] 内市のJlnWf(2) 

[j1可;翠解決] 問題解決 (2) 

肩を抱いて支えた。

出.

行22
喚E
説主 自己決定
i明日
}よ [自己決定の援助]

自己実現の援助

自己決定の促し

オデコに手を当てて簡単なスキンシ，ップで

J2きしめる

「なんだか大変そうだけと¥具合が悪いの」と?ぎをかけ，

f内田を理解しようと努める」などの対応を行います。

子どもが「落ち着いた頃を見計らってJ.子どもの問題解

決に向けて必要な援助をタイムリーに行っていかなけれ

ばなりません。

子ども自身が問題に気づき. I~I 己決定していけるように
と対応しています。

主体的な自己実現に向けて歩みはじめる過程を援助す

る。

気持ちの落ち着き

解決のための自

{
受
容
す
る

l
j
a
g
-

、J
4
1しヨ
1
4

E
向
日

σ一言問げ』

[落ち着き]

まず心身の危機状態を落ち着かせることが大切なので
心身の危機を落ち着かせる す。

子どもは，痛み・魚燥・もやもやした感情などがあるの

で，養護教諭は子どもの気持ちを落ち着かせるよう心が

けます。

3 カテゴリ-[受容する目的の説明}

①サブカテゴリー[落ち着き]

コード安心させる，気持ちの務ち着色 心

身の危機を落ち着かせる

考察

養護教諭が記述した「受容J~こ!謁する書籍を分

析し養護教諭がとらえる f受容J概念の特徴

を明らかにした。考察では 養護教諭がとらえ

る「受容J概念の特徴を ロージァズに特徴的

な「感情の受容jと比較し類似点，相違点に

ついて検討しながら，養護教諭のとらえる「受

容j概念の特徴を検討する O

己ージァズによる受容との類似:[気持ち

の受けいれ]

カテゴリー{受容する行動の説明}には，子ど

つ」
1
1ム
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もの訴えに対し，子どもが身体症状を訴える気

持ちに絞って受容するという，サブカテゴリー

[気持ちの受けいれ]がみられた。浅田-小倉

(1978)論文における受容の定義「子どもの訴え

や考えを受容するJとは異なり， [気持ちの受け

いれ]は，子どもが身体症状を訴える際，養護

教諭が，子どもの身体症状や，身体症状に対す

る考えではなく，子どもの気持ちゃ心の状態に

そって受けいれることを意味する O

以上から，ロージァズと養護教諭がとらえる

受容は，対象の気持ちを，受容する1WJの価値観

を交えずに，対象にそって受けいれるという点

で共通している O

なおカウンセリングではクライエントの否定

的感情も肯定的感情も含めた感情の受容を重要

視する O しかし養護教諭が受けいれる子どもの

気持ちの内容に関する記述は少なく，身体症状

を訴えるに至った子どもの気持ちを尊重するこ

との重要性を説明する記述にとどまっていた。

養護教諭がどのような子どもの気持ちをどのよ

うに受けいれているのかには検討が加えられて

いなかった。このことが養護教諭の，専iヨIJ家と

しての訓練を受けていないことからくる受容の

限界という指摘(出口，1983;中尾， 1987) と

関連することが推測でき，今後検討が必要であ

るO

2. 口一ジァズによる「単純な受容jとの類似

[肯定]

カテゴリー[受容する行動の説明]の中のサ

ブカテゴリー[肯定]は「うなずく JI批判-評
価しない」といった記述から生成した概念であ

るD 養護教諭は援助の対象とする子どもが訴え

る内容を，養護教諭自身の価値観から批判した

り評価したりすることなく，子どもの訴えるま

まに受けとめることによって，受容する O

浅日1・小倉(1978)は，養護教諭が行う俗5j1j

保健指導の原理・観点を I~i らかにするために，

相談心理学から「受容jを導入した当初，受容

を「相手の考えをそのまま受けいれることjと

定義した。本研究で分析の結果得られた，相手

の考えを批判・評価することなくうなずくとい

う[肯定]は，浅日:1.小倉による養護教諭の受

容の概念に最も近いといえる O

また養護教諭がとらえる[肯定〕は，相手の

考えを批判したり評価したりすることなく，子

どもの訴えるままにi隠きとるというロージァズ

(1966b)の「単純な受容jに近い概念であった。

「単純な受容Jに近い概念である[肯定]は，子

どもと養護教諭の問で許容的な雰間気を作り出

す役割を果たしていると考えることができる O

3. 口一ジァズの受容概念との相違

①行動する

養護教諭が説明した「受容jに!拐する記述を

分類したところ，受容するという行動を説明す

る記述が6制を超えた。

ロージァズの非指示的カウンセリングでは感

情，特に否定的な感情を受容することについて

会話を例示し説明した。しかしロージァズの非

指示的カウンセリングに養護教諭のとらえる

「受容jの説明に多くmいられたような，行動に
ついての記述はみられなかった。以下，養護教

諭のとらえる「受容Jの説明に行動の記述が多

くmし1られたことについて養護教諭という職
業の成立史と関連させ，検討する O

養護教諭の歴史は，明治後期1.現在のような

学級を中心とした学校制度が整う 1=1:1，集団生活

で感染症が蔓延するようになか学校医だけで

は継続治療が沼難で，治療を補助する人材が必

要になったことに端を発する(近藤， 2003) 0 ゆ

えに養護教諭の職務の基盤は救急看護であり，

養護教諭にとって最も重要なことは子どもの健

康状態の悪化をi坊ぐという行動で、ある。養護教

諭が「受容Jについて行動を表す言葉を用いて説

明するという背景には，健康問題の悪化を予防

する呂的をもち行動するという思考が基盤にあ

ることが影響しているのではないかと考える O

しかし現在，学校における養護教諭の役割は

多様化し子どもの様々な援助ニーズに応える

ことが求められるようになってきた。養護教諭

がとらえる受容を 行動のみで説明するのでは

十分とはいえない。今後は子どもと養護教諭の

会話や発話時の思考を分析し多面的に「受容」

q
J
 

可

1
よ



発達臨床心理学研究 第 23巻

のとらえかたを明らかにしていく必要がある。

続いて受容概念として示された行動の中で，

具体的に示された行動「話を聴く Jr身体に触れ
るjについて考察を加える O

a gきを聴く

養護教諭が受容することを具体的に表す行動

には.rきちんと開くJrひたすら聴くJrじっく
り聴くJrゆっくり聴くJr集中して聴くJと聴
く姿勢を形容し説明する記述が多くみられた。

ロージァズは，受容するという白的を持って

聴くという動作を具体的に説明していない。通

常カウン七リングの場面では，カウンセラーと

対象が l対 lで向き合い，あるいは隣り合い，

座って会話する。したがって改めて聴く態度を

説明するに及ばないのは当然のことである O

それに対し一人で，数人の子どもの処置を並

行しながら行う養護教諭の場合は，複数の子ど

もへの対応をしながら話を聴くことも少なくな

い(養護教諭の相談を学ぶ会.1993)0そのIlJで，

ひとりの対象にまっすぐ向き合うという動作を

強制する記述は，複数いる子どもの中でも，ひ

とりの対ー象に専心して受容しようという心構え

を意;哉させるものと考える O

b身体lこ角虫れる

養護教諭が受容することを具体的に表す行動

には，肩に手をおく 額に手を当てるなどの[身

体に触れる]がみられた。

通常子どもが保健室を訪れる際に，養護教諭

に悩みを諮ることはほとんどない。大半はまず

身体の不調を理¥:1:1に会話を始める。養護教諭が

子どもの身体不調の訴えに応じ，子どもの身体

に触れることは，子どもが来室理1:1:1として訴え

た身体不調の症状を緩和するよう援助するとい

う意味がある。

身体接触を通した受容は，子どもが訴える身

体不調の存在を肯定するものであるが，必ずし

も不調に伴う苦痛やつらさなと¥子どもの気持

ちを受けいれるとは限らなし=。しかし子どもが

訴える身体症状を，養護教諭が批=1=1j.評価せず

に肯定し子どもの身体に触れ，子どもが望む

身体不調を緩和しようとすることは，身体への

応急処置を専門とする養護教論が子どもの身体

-14 -

不調の存在を肯定するという単純な受容の形の

ひとつであると考えることができる O

② f受容jと並行する問題解決
養護教諭は対象を受容することと並行して，

問題の見当をつけたり，問題に気づかせたりと

[問題解決]への援助を行うという記述がみられ

た。このことはロージァズが説明したような，

対象に自由に感情を語ることを励まし対象が

自然に洞察に至るというプロセスとは異なり，

むしろ問題解決に努力を集iヤするような指示的

カウンセリング(ロージャズ.1966a)に近い態

度である。養護教諭も専門的見地からアドバイ

スを与えることを職務とするため，指示的な態

度をとる傾向があることは否めない。

しかし養護教諭の問題解決への援助が指示的

カウンセリングとして限界を指摘されながら子

どもの防衛を強めずに問題解決へと導いてきた

背景には，養護教諭が独特の方法で、「受容」を

とらえてきたことが影響しているのではないか

と考える O

養護教諭が対象とする子ととも逮は，心理的自

立に向けて発達の途上で，感情をありのままに

言語化することは難しい段階にある O 養護教諭

の対応は，発達に合わせた援助方法として，感

情ではなく問題に努力を集中し問題解決へと

促すという. ~I=指示的カウンセリングとは異な

る方法を用しEていると考えることができる O そ

の際，養護教諭が身体症状を訴えて訪れる子ど

もの，身体症状を訴えたい気持ちをわかろうと

し， きちんと話を聴き，身体に触れることで情

緒を安定させることは，養護教諭のとらえる受

容として欠かすことのできない行動であると考

える O

③情緒の安定を目的とする受容

[受容の目的の説明}には[落ち着き]のよう

に，情緒の安定にかかわる記述がみられた。養

護教諭は「受容Jすることにより，子どもの情

緒の安定を狙う D

ロージァズの非指示的カウンセリングでは，

カウンセラーがクライエントに自由に感情を語

ることを励ますことはあっても，情緒が安定す

るように調整する記述はみられなかった。ロー
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ジァズが例示するカウンセリング場面には，む

しろj昆乱しているクライエントと共にあるカウ

ンセラーの様子が描写されていた。先述したよ

うに，ロージァズの非指示的カウンセリングは

対象を，心理的に自立し心理的統合性を維持

している人に限定している。つまりクライエン

トが自身で混乱した情緒の調整ができることを

前提にしているものと考える O

養護教諭が対象とする子どもの場合は心理的

な自立に向けてまだ成長過程にあか 心理的統

合性を維持するためには 情緒を安定させるこ

とについての援助が必須で、あり，情緒を安定さ

せることが自由に語ることを容易にするともい

える。そのため養護教諭は 受容の目的に'情緒

の安定を位置づけているのではないかと考え

るO

本研究の限界と今後の課題

本研究は養護教諭が記述した「受容」に関す

る書籍を分析し養護教諭がとらえる「受容」

の特徴を明らかにしたものである。しかし，検

討した文献が限られているため，養護教諭の

「受容」の特徴についての視点を提示するにと

どまった。今後も養護教諭の実践を通して「受

容Jを説明する文献があれば分析し分析結果

の妥当性を高めたい。
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